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①5年生地域医療実習
一般医学科５年生に対しては平成22年度よりクリニカル・クラークシップの一環として、中山間地の

病院に一週間泊まり込みで行う地域医療実習を開始致しました。

平成26年度は５年生約120名全員が２名ずつに別れて庄原赤十字病院、安芸太田病院、神石高原町立

病院、公立世羅中央病院、公立みつぎ総合病院のいずれかで４泊５日の現地泊り込みの実習を行いまし

た。外来実習、看護体験、診療所見学、在宅訪問、高齢者施設見学、１次救急、ケアカンファランス

等々、文科省のモデル・コア・カリキュラムを参考に、各病院の特徴をだしたプログラムを作成しまし

た。当講座スタッフも週１回現地に赴き学生教育に携わりました。ほぼ全員の学生がこの実習により地

域医療をよりよく知ることができたと評価し、実習前後で比較すると35％が地域医療に興味が増し、

31％が将来地域医療に従事する意向が増加しました。

A ふるさと枠の運営・教育 

B 一般医学科生の教育 

C 研修医教育　藝州北部ヘルスケアネットワーク 

D その他 

A 研究内容と成果 

B 2014－2015研究実績一覧 

B 一般医学科生の教育 
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平成27年度も５年生全員が２名ずつに別れて庄原赤十字病院、安芸太田病院、神石高原町立病院、

公立世羅中央病院、公立みつぎ総合病院のいずれかで４泊５日の現地泊り込みの実習を行いました。外

来実習、看護体験、診療所見学、在宅訪問、高齢者施設見学、１次救急、ケアカンファランス等々、各

病院にプログラムを実行していただきました。当講座スタッフも週１回現地に赴き学生教育に携わりま

した。ほぼ全員の学生がこの実習により地域医療をよりよく知ることができたと評価し、実習前後で比

較すると33％が地域医療に興味が増し、29％が将来地域医療に従事する意向が増加しました。
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②4年生講義
平成26年度、27年度と臨床実習入門プログラムにおいて、地域医療実習に関する講義を竹内、松

本がそれぞれ１コマずつ行いました。帝京大学の井上和男教授にも１コマ担当いただきました。

③3年生講義
平成26年度、27年度と器官・システム病態制御学において、竹内は「地域医療」と題して日本国

内の地域医療の現状や総合医育成の動きについて、松本は「世界の地域医療」と題して諸外国の地域医

療の実情について説明しました。また愛媛大学地域医療学講座の川本龍一教授にお越しいただき愛媛県

の地域医療の現状と対策について講義していただきました。

④1年生講義
医学科１年生を対象に竹内が「高齢者医療における倫理」と題して講義しました。

⑤4年生社会医学実習
平成26年4月～5月、医学科４年生９名を受け入れ、研究指導を行いました。公立みつぎ総合病院、

尾道総合福祉センター、落久保外科・循環器クリニック、広島市民病院でインタビューを行い、都市型

と地方型の地域包括ケアの在り方について調査しました。

平成27年4月～5月、医学科４年生８名を受け入れ、研究指導を行いました。広島大学病院、大崎

上島消防署でインタビューを行い、ドクターヘリと救急艇の設備、出動回数、コストなどを調査しまし

た。その結果を踏まえて離島における効率的、効果的な救急搬送のあり方について考察、提言を行いま

した。
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⑥6年生卒業試験OSCE
医学教育センター兼務の松本が平成26年度、27年度の卒業試験OSCEの企画・運営を担当し、ステー

ション責任者や評価者の依頼、シナリオの取りまとめ、模擬患者との連絡、評価などを行いました。ま

た竹内は実行委員長を担当しました。

⑦6年生卒業試験
松本が医学教育センターの業務として平成26年度、27年度の卒業試験の企画・運営を担当しました。

卒業試験は平成26年度に大きく形式が変更され、複数科のブロック制によるマークシート試験になりま

した。この移行に伴い、試験問題作成依頼、問題の取りまとめ、試験の実施、採点、評価などを行いま

した。

⑧5、6年生アドバンスト臨床実習（臨床実習Ⅱ）
松本が医学教育センターの業務として平成26年度、27年度のアドバンスト臨床実習（臨床実習Ⅱ）の

企画・運営を行いました。アドバンスト臨床実習は平成27年度から学外施設の参加を大幅に増やしたた

め、これに伴う各病院との連絡、実習日程のアレンジなども行いました。

⑨4年生臨床実習入門プログラム
平成26年度、27年度４年生臨床実習入門プログラムの企画、作成を行いました。また、プログラ

ム内の採血実習、医療面接実習を担当しました。

⑩共用試験OSCE
竹内が実行委員長を担当しました。
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⑪4年生医療面接実習（OSCE）
平成26年度、27年度医学科４年生の臨床実習入門プログラムにおいて、総合診療科とともに医療

面接実習に関わり、共用試験（OSCE）を担当しました。

⑫1年生医療行動学
平成26年度、27年度医学科１年生を対象に医療行動学実習を５名ずつ２回実施しました。大学病

院外来を患者の立場で移動して動線を確認し、患者受療行動や地域医療について話し合いました。

⑬4年生医学研究実習
平成26年度は２名の学生の担当講座

となり、研究指導を行いました。１名は

ふるさと枠出身医師が県内の医師数およ

び医師偏在に与える影響をシミュレーシ

ョン解析しました。この研究は後日、論

文として学術雑誌に掲載されました。も

う１名は北海道、千葉、岡山での医療者

による町づくりの事例について関係者か

らの聞き取り調査のデータをもとに質的

研究を行いました。

平成27年度も２名を担当し、１名は

女性医師の診療科偏在、地理的偏在に関

する研究を行いました。もう１名は基本

健診およびがん検診の受診率に関連する

地域特性の研究を行いました。

⑭他大学講義
26年度に山口大学医学部３年生に松本がへき地医療の講義を行いました。
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